
大

』野 雇屋 -̀- お
め 野 塁敷おい JII JII 
祈ふ お

西 u_を< ：：：：修t気o.二岩本 め
... 山い こで

塁［ 厚子女ち 一さ 女春美ち 勝市さ
ざと
いう

さま ま
んす ゃんゃん す

ん ん 発行

t
 

肱川町広報委員会 第55号

昭和52年

ロ 男 2,021人

女 2,081人

計 4,102人

I. 1月
人 世帯数

1,108世帯

(52.10.31現在）

、．．．

9. .`., 

霧 耀●た 1こ

v̀s、ミさ‘・と言生` ｀
ー予子林地区

第1表 人口と世帯数の推移

年号 年次 世帯数 人 ロ

大正 8 165戸 775人

大正 14 210 927 

昭和 4 189 869 

昭和 12 192 799 

昭和 21 191 842 

昭和 37 182 900 

昭和 42 140 605 

昭和 45 133 494 

昭和 50 132 448 

広
が
り
の
も
と
で
、
予
子
林
地
区
は
、
そ
の

．
巡
昔
‘
こ
の
か
い
わ
い
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の

巡

心
地
と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

巡巡
中‘
 

囀
し
か
し
、
近
年
の
過
疎
の
深
刻
さ
は
こ
の
地

巡言
域
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
々
続
く
人
口

巡疇
、
世
帯
の
流
失
は
地
域
の
活
気
を
失
い
、
特
に
若

、
者
の
減
少
は
小
学
校
の
存
続
問
題
に
お
よ
ん
で

ま
す
。

中
心
地

東
宇
和
郡
北
部
の

こ
の
地
域
は
、
馬
と
川
舟
が

交
通
の
主
役
で
あ

っ
た
時
代
、
期
頃
か
ら
、
輸
送
の
中
心
が
川

そ
の
主
要
往
還
の
甚
点
と
な
り
か
ら
陸
へ
移
っ
た
た
め
、
そ
の

東
宇
和
郡
北
部
の
中
心
地
と
し
機
能
を
失
い
、
商
工
業
者
の
ゆ

て
繁
栄
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
る
や
か
な
人
口
の
減
少
が
始
ま

道
路
網
の
ほ
ほ
整
っ
た
大
正
末
り
ま
し
た
。

四
人
に
＿
人
は

i

あ
年
よ
り

で
す
。
第

2
表
は
、
職
業
別
世

帯
数
で
す
。
土
地
の
利
用
状
況

は
第

3
表
の
通
り
で
す
。
ま
た
、

一
世
帯
平
均
の
耕
作
面
積
で
は
‘

畑
三
九

a
水
田
三
五

a
田
畑
で

七
五

a
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
地
域
の
土

地
が
、
全
部
地
元
の
人
々
の
所

有
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
山
林
で

は
三
二
％
、
畑
四
％
、
水
田
十

三
％
全
体
で
は
二
六
％
が
地
域

外
の
人
の
所
有
と
な
っ
て
い
ま

＾
 

｀
 

第

1
表
は
、
人
口
、
戸
数
の

移
り
変
り
を
表
に
し
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
人
口
を
年
令
別
に

み
て
み
ま
す
と
、
注
目
す
べ
き

こ
と
は
‘
六
五
才
以
上
の
老
人

の
し
め
る
割
合
が
、
町
の
六
人

に
一
人
に
対
し
て
、
予
子
林
は

四
人
に
一
人
、
し
か
も
、
五
〇

オ
か
ら
六

0
オ
が
最
も
多
く
平

均
年
令
は
四
五
オ
と
い
う
こ
と

で
す
。
世
帯
数
を
農
家
と
非
農

家
に
分
け
る
と
、
専
業
農
家
は

二
―
戸
、
農
業
以
外
の
職
業
に

依
存
し
て
い
る
農
家
は
八
九
戸

ー内

ヽ

し予 の人る一
ま子今ふ々さ人こ
し林月るのとがの
よ地はさ意づ問よ

う区-‘と見＜題う
0 ＾し L

の
をり意な
を集を識中
→制約考をで
胃作しえも‘

の
してよつ予

ふ
ま ‘うて子

る
しスと明林

さ f；ラ地日分

と 1ゞ域の館
L の豊は

か
→多か‘

ら
明くな一

、 日のふ人

第 2表職業別世帯数

過
疎
は
物
と
心
の

心
〗
荒
廃
を

こ

れ

ま

て

地

域

の

現

状

つ
い
て
、
人
と
土
地
を
中

み
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
状
態

[
[
□
□
〗
三
木
は
と
う
生
む

ま
ず
人
口
の
変
化
で
す
。
昭

和
七

0
年
、
今
か
ら
二

0
年
後

に
は
、
世
帯
数
か
三

0
戸
、
人

口
は
一

0
0
人
程
度
減
少
し
、

し
か
も
高
令
化
か
一
段
と
進
行

す
る
こ
と
が

予
測
で
き
ま

そ
し
て
、

小
学
校
の
児

童
数
は
二
〇

人
前
後
と
な

り
ま
し
ょ
う
。

一
方
、
高

令
化
に
よ
る

耕
作
不
能
の

土
地
は
、
畑

水
田
で
五
ha

に
達
す
る
で

し
ょ
う
。

以
上
の
こ

と
か
ら
、
も

し
、
現
在
の

状
態
で
過
疎

役割を果し ている町並み。

が
進
行
す
る
と
す
れ
ば
次
の
よ

う
な
問
題
が
お
こ
っ
て
く
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

〇
従
属
人
口
の
増
大
に
よ
る

，．
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経済力の低下。

〇農地の荒廃と生産性の

低下。

〇児童数の減少による小

学校の存続問題。

〇活気を失うことによる

心の荒廃。

〇老人世帯の増加とその

対策。

さて、予子林の現状と将

来の予測を試み、厳しい現

実を明らかにしてきました

が、ここで、過疎にはどめ

をかけ、活気あるふるさと

へ再生させる道はないでし

ょうか。社会、経済の動き、

環境の変化、価値感や意識

の変化等も頭に入れて、あ

らゆる可能性をさぐりなか

ら、明日のふるさとを考え

てみましょう。

区別 農 林 業 非農家

90％以上 90%-50% 50％以下
牒業所得

その他
の割合
専業 第1種兼業 第2種兼業 商工業

世帯数 21 16 73 4 19 

第 4表

第 3表 土地の利用状況

地目 山林 畑 水田 宅地 合計

面積
ha ha ha ha ha 
383.8 62.8 33.1 10.1 489.2 

割合
％ ％ ％ ％ ％ 
78.5 12.7 6.8 2.0 100 

主要作目別面積と生産量

作目 戸数 面積 生産量 単価 生産額 所得率 所得

米
戸 ha K 円 千円 ％ 千円
75 20 2 84.920 276 23.139 73 17 110 

養蚕 32 17.6 164.028 2 000 32.264 64 20.778 

栗 108 32.6 65.000 400 26.000 70 18.200 

椎茸 15 2.299 4.000 9.196 40 3.678 

合計 230 70.4 90.899 59.766 

―、

と
ー
しJ
•

曇

, J,.":i; 

し
よ
り
集
う
。

(10/30
老
人
ク
ラ
ブ
運
動
会
）

集
音
マ
イ
ク

〇
温
泉
に
つ
か
っ
て

あ
ん
ま
し
て
…
…
。

大
洲
市
と
郡
内
の
は
り
、
あ

ん
ま
施
術
師
十
四
人
の
無
料
奉

仕
で
町
内
七
十
五
人
の
お
と
し

よ
り
が
命
の
洗
濯
。
施
術
師
に

感
謝
。
(10
/
2
鹿
野
川
荘
に
て
）

0
全
国
的
に
知
ら
れ
た
鹿
野

川
湖
の
ヘ
ラ
ブ
ナ
の
繁
殖
を
…
。

町
内
の
溜
池
の
水
量
、
日
照
、

水
温
な
ど
を
調
査
し
て
、
淡
水
魚

養
殖
を
研
究
中
。

(
1
0
/
4
淡
水
魚
養
殖
池
調
査
）

0
金
メ
ダ
ル
獲
得
。
広
常
の

谷
本
武
治
さ
ん
が
鉤
丸
投
げ
で

全
国
優
勝
。

こ
の
栄
光
の
陰
に

連
日
の
練
習
と
努
力
あ
り
。
谷

本
さ
ん
お
め
で
と
う
。
拍
手
。

(10
/
1
5
|
1
6
全
国
身
障
者
ス

ボ
ー
ツ
大
会
）

0
「
い
ろ
い
ろ
い
う
て
も
‘
わ

し
等
が
一
番
使
う
の
ぞ
」
町
内

一
斉
に
道
路
補
修
奉
仕
作
業
。

(10
/
16
道
路
愛
護
デ
ー
）

〇
あ
な
た
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス

よ？．

9
1
 

血
圧
、
貧
血
、
検
尿
な
ど
の
検

診
を
終
え
‘
栄
養
診
断
‘
体
カ
テ

ス
ト
に
四
十
二
人
の
掃
人
等
が

挑
戦
、

(10
/
17
健
康
セ
ミ
ナ
ー
）

0
「
あ
な
た
は
、
バ
ン
ザ
イ
、

ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
技
を
重
ね
、

相
手
チ
ー
ム
を
勝
利
に
導
き
ま

し
た
。
よ
っ
て
…
…
」
相
手
チ

ー

ム
協
力
賞
、
体
力
の
限
界
で

賞
な
ど
受
賞
者
続
出
。

(10
/

23
議
員
、
農
業
委
員
、
町
職
員

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
）

0
「
若
い
も
ん
ら
が
遊
び
た

い
は
ず
じ
ゃ
わ
い
。」

昔
の
青
年
男
女
が
フ
ォ
ー
ク

°、

ダ
ン
ス
。
カ

ッ
ノ
リ
レ
ー
な
ど

の
競
技
に
三

0
0
余
人
の
お
と

「大切に運動」 12月の目標 奉仕する活動
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1乍目 恥し量 恥又メ、合を客頁 所得率 戸斤礼尋金：客頁

米
K 円 ％ 

84,600 円420 115,920 73 

養蚕 100 200,000 64 128,800 

栗 200 80,000 70 56,000 

木佳茸戸
10m' 
35 140,000 40 56,000 

五
つ
の
条
件

のり＜覚 力~域て、いれ者過
課をすと過 つに と‘の疎当
題考こ発疎て残地-
だえと想のい留域ろ

ー 土流そ地
失の域

嘉今＿る＿のl＿ご：でユ一腐
心‘と で‘ことる将
ゎか｀き若そいか来り

ぁ産家り籠
活 族て のれ、る者‘えどはま 構は

ま当地か新まう若す動成ナ．問
す面域夢しすか者

。か
で‘がく
ょ題

゜゜最づをい にが従きく若
大くた感 か地つなず年〗

で
は
、
後
継
者
の
育
つ
条
件

と
は
何
で
し
ょ
う
。

0
安
定
し
た
収
入
と
豊
か
な

生
活
。

0
若
者
の
心
を
み
た
す
文
化

性
に
恵
ま
れ
る
。

0
人
間
関
係
が
よ
く
快
適
な

生
活
が
で
き
る
。

0
余
暇
が
確
保
で
き
て
ゆ
と

り
あ
る
生
活
が
で
き
る
。

0

こ
の
よ
う
な
生
活
条
件
か

と
と
の
っ
て
喜
ん
で
お
嫁

さ
ん
が
く
る
地
域
に
な
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
み
加
工
部
門
を
新
設
し
加
工
食
品

た
す
具
体
的
な
方
法
を
考
え
て
の
製
造
を
始
め
て
い
ま
す
。

こ

み
ま
し
ょ
う
。

の
施
設
の
運
用
い
か
ん
で
は
‘

ま
ず
、
所
得
を
ふ
や
す
た
め

加
工
用
作
物
の
栽
培
か
大
き
な

に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
で
す
。

収
入
源
に
な
り
ま
す
。

当
地
域
の
立
地
条

件

か

ら

、

ま

ず

竹

の

子

で

す

。

こ
の
地

農
村
工
業
の
導
入
．や
他
地
域
へ
域
に
は
、

モ
ウ
ソ
ウ
竹
林
が
多

の
就
労
は
、
多
く
は
期
待
で
き

）
 

ま
せ
ん
。

と

す

れ

ば

や

は

り

、

り当

平
た
ん
な
地
勢
と
傾
斜
の
ゆ
る

．
a

゜
（
 

い
山
す
そ
を
高
度
利
用
し
た
農
ー較t
 

林
業
の
振
興
に
よ
る
は
か
は
あ

上

リ
ま
せ
ん
。

済経の

農
業
を
考
え
る
場
合
、
作
目

の
選
定
が
問
題
で
す
が
、
第

5

目作要

表
は
主
要
作
目
の

1
反
当
り
の

経
済
比
較
を
試
み
た
も
の
で
す
。
主

こ
れ
ら
、
在
来
の
作
目
の
他
に
、
表

将
来
有
望
な
作
目
は
な
い
も
の

5第

で
し
ょ
う
か
。

肱
川
農
協
で
は
‘

農
産
物
の

づ
く
り
に

C 

次
は
農
地
の
拡
張
で
す
。

の
地
域
は
、
ま
だ
ま
だ
山
す
そ

に
ゆ
る
や
か
な
斜
面
が
残

っ
て

い
ま
す
。

こ
こ
を
開
発
し
、
椎

茸
原
木
林
、
栗
園
、
竹
林
に
転

用
す
れ
ば
相
当
広
い
農
地
が
確

保
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在

の
農
地
を
区
画
整
理
す
る
こ
と

も
大
切
な
基
盤
整
備
の
―
つ
で

す
。次
に
道
路
で
す
。
大
駄
馬
線

を
山
の
手
へ
延
長
し
産
業
用
幹

線
道
路
を
開
通
さ
せ
、
在
来
線

林
道
、
作
業
道
と
結
び
ま
す
。

拡
張

ヽ

-0 -"'・. 心マ‘” ‘ 9・→~ ヽ-下Jt....,._＾疇•

昭和44年度農構事業で完成の稚蚕共同飼育所。

＇ 

農
地
は
山
す
そ
を

く
あ
り
、
ま
た
松
く
い
虫
の
被

害
林
の
適
地
を
竹
林
に
切
り
か

え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
そ
の

他
、
梅
、

ふ
き
等
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
作
目
の
選
定
は
、
自
家

労
働
力
、
所
有
面
積
‘
土
地
の

条
件
等
を
総
合
的
に
判
断
し
て

三
つ
か
四
つ
の
作
目
を
う
ま
く

組
み
合
せ
て
集
中
的
に
、
し
か

も
合
理
化
、
省
力
化
に
よ
っ
て

生
産
性
を
高
め
、
所
得
の
拡
大
を

は
か
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し

よ、つ。

予子林の静かなたたずまい。

ー藤の原から町、瓜生谷、市之畦、郷柳を望む一

大
切
な
土
づ
く
り

農
業
で
忘
れ
て
な
ら
ぬ
も
の

に
土
づ
く
り
が
あ
り
ま
す
。
厩

肥
の
補
給
に
よ
る
土
壌
の
改
良

は
、
今
最
も
大
切
な
農
作
業
で

す
。
そ
の
た
め
家
畜
の
導
入
を

は
か
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
水
資
源
の
確
保
も
、

か
か
せ
な
い
要
素
で
す
°'
清
水

川
、
ド
ウ
ガ
谷
川
を
せ
ぎ
と
め

て
揚
水
す
る
、
水
の
再
利
用
を

考
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
農
地
や
山
林
の
保

全
を
は
か
り
、
農
林
業
に
意
欲

と
熱
意
の
あ
る
人
が
取
得
し
や

す
い
対
策
も
必
要
で
す
。

地
域
つ
く
り
の

課
題
は
若
者
と
老
人

地
域
の
未
来
を
考
え
る
場
合

若
者
の
力
を
無
視
す
る
わ
け
に

は
ゆ
き
ま
せ
ん
。
若
者
達
の
創

造
性
と
活
力
を
引
ぎ
出
し
て
、
大

き
な
力
に
す
る
か
ど
う
か
に
、
ふ

る
さ
と
の
明
日
が
か
か
っ
て
い

る
と
も
い
え
ま
す
。

ま
た
、
過
疎
の
進
行
に
よ

っ

て
お
こ
る
問
題
の
―
つ
に
、
老

人
対
策
か
あ
り
ま
す
。
こ
の
地

域
の
老
人
ば
、
全
体
の

25
％
を

し
め
て
お
り
、
さ
ら
に
老
令
化

は
進
み
ま
す
。

お
年
よ
り
が
‘
健
康
で
心
豊

か
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
考
え

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
‘
心
の
か
よ
い
合
う
場
と

慟
く
場
が
必
要
で
し
ょ
う
。
そ

こ
で
、
こ
の
地
域
と
深
い
か
か

わ
り
を
も
ち
、
地
域
の
発
展
に

も
役
割
を
果
し
な
が
ら
、
生
き

生
き
と
生
活
で
き
る
老
人
い
こ

い
の
家
等
の
設
置
は
強
く
望
ま

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

第 2次農構で完成した藤の原の桑園。

^ 

地
域
づ
く
り
の
中
で
、
人
々

の
生
き
か
い
に
対
す
る
意
識
の

変
化
も
み
の
が
す
わ
け
に
ゆ
き

ま
せ
ん
。
本
当
の
生
き
が
い
と

は
何
か
。
今
そ
れ
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。

予
子
林
に
は
、
昔
の
ま
ま
の

自
然
か
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
残

っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
思
い
や

り
の
あ
る
素
朴
な
人
情
、
た
す

け
合
つ
あ
た
た
か
い

心
、
生
活

環
境
は
申
し
分
な
い
で
し
ょ
う
。

従
っ
て
、
伝
統
的
な
良
さ
を
の

ば
し
、
新
し
い
感
覚
と
発
想
で
、

こ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活

文
化
を
築
い
て
ゆ
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
地
域
に
は
、
そ
の
昔
の

繁
栄
を
物
語
る
か
の
よ
う
に
、

予
子
林
に
住
む
人
々
に
と
っ

て
、
こ
の

地
域
は
、
生
活
の
場

で
あ
り
、
生
産
の
場
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
生
き
る
喜
び

の
満
喫
で
き
る
と

こ
ろ
で
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
、
予
子
林
の
人
々
は
、
明

ふ
る
さ
と
は
未
来
へ
の
遺
産

多
く
の
伝
承
行
事
が
残
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
祖
先
達
の

生
活
の
中
か
ら
生
れ
、
育
っ
て

受
け
つ
が
れ
て
き
た
ふ
る
さ
と

の
心
で
す
。

こ
の
心
は
、
今
後

の
地
域
づ
く
り
の
中
で
、
し
っ

か
り
う
け
と
め
生
か
し
て
ゆ
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
現
在
の
予
子
林
の
教

養
文
化
活
動
と
し
て
は
、
吟
詠

会
、
書
道
会
、
民
謡
輪
の
会
、

囲
碁
の
会
、
体
操
の
会
、
野
菜

ク
ラ
ブ
等
が
あ
り
ま
す
。

一
方

昭
和
五
三
年
度
に
は
、
社
会
体

育
施
設
と
し
て
、
小
学
校
に
夜

間
照
明
施
設
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
‘
健
康
増
進
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
仲
間
づ
く
り

に
役
立
ち
ま
す
。

日
の
ふ
る
さ
と
へ

夢
を
た
く
し

て
‘
厳
し

い
現
実
と
と
り
く
み

ふ
る
さ
と
を
新
し
い
ス
タ
イ
ル

に
再
生
さ

せ、

未
来
へ
の
遺
産

に
し
よ
う
と
活
力
が
み
な
ぎ

っ

て
い
ま
す
。

伝
承
行
事
は
ふ
る
さ
と
の
心 予子林地区の教養文化活動の殿堂予子林分館。
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修研産

業
委
員
会
は
‘
去
る
八
月

十
一
日
か
ら
三
日
間
、
徳
島
県

美
馬
郡
脇
町
を
は
じ
め
、
剣
山

国
定
公
園
、
吉
野
川
総
合
開
発

事
業
の
早
明
浦
ダ
ム
、
徳
島
、
高

知
県
下
の
災
害
復
旧
状
況
の
視

察
研
修
を
、
産
業
委
員
全
員
と

町
側
は
大
野
町
長
他
関
係
課
長

一
行
十
二
名
か
こ
れ
に
参
加
し

こ
。
f
 ◎
脇
町
の
こ
と

脇
町
は
、
徳
島
市
の
西
方
四

o
km
、

吉

野

川

中

流

沿

い

に

あ
る
面
積
は
一
―

0
国

、

人

口
は
一
万
九
千
人
の
、
農
業
と

商
工
業
に
よ

っ
て
開
け
た
城
下

町
で
あ
る
。

（
肱
川
町
と
比
較

す
る
と
、
面
積
は
約
二
倍
、
人

口
は
約
四
・
五
倍
で
あ
る
）

こ

、
の
視
察
は
、
花
嫁
銀
行

に
よ
る
結
婚
相
談
事
業
。
農
村

総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
。
阿
讃

中
央
大
規
模
農
道
事
業
な
ど
で

助
役
並
び
に
担
当
課
長
か
ら
詳

し
く
内
容
を
聞
く
こ
と
が
で
き

こ
。
f
 △
農
家
花
嫁
銀
行

農
業
委
員
会
か
昭
和
四
十
三

年
に
農
業
後
継
者
対
策
の
一

環
と
し
て
、
農
業
に
従
事
し
で

い
る
未
婚
者
を
対
象
に
、
結
婚

の
あ
っ
せ
ん
と
仲
介
を
行
い
、

農
家
の
あ
と
と
り
に
嫁
が
な
い

こ
と
を
解
消
す
る
た
め
、
農
業

委
員
会
内
に
花
嫁
銀
行
を
置
い

て
、
開
設
以
来
八
年
間
で
約
三

百
組
の
縁
結
び
に
成
功
し
て
い

る
。こ

の
銀
行
の
仕
組
み
は
、
農

地
三

0
a
を
耕
作
す
る
農
家
で
、

男
は
十
八
才
以
上
三
十
オ
ま
で
、

女
は
十
六
才
以
上
三
十
オ
ま
で

の
未
婚
者
を
台
帳
に
登
録
し
、

町
内
各
地
区
よ
り
委
嘱
し
た
五

十
人
の
相
談
員
が
、
結
婚
の
仲
介

を
し
て
い
る
。

相
談
貝
は
、
連
絡
会
議
に
よ

っ
て
情
報
や
意
見
の
交
換
を
行

い
、
あ
っ

せ
ん
に
努
力
し
て
い

る
。
三
百
組
の
う
ち
現
在
ま
で

離
婚
は
三
組
に
と
ど
ま
っ
て
い

る。

生
鮮
食
糧
品
供
給
基
地
の
役
割

り
が
果
せ
、
農
業
振
興
に
大
な

る
期
待
を
し
て
い
た
。
事
業
は

八
割
進
捗
し
て
お
り
二
年
後
に

は
完
了
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

こ。t
 
△
町
農
道
の

簡
易
舗
装
事
業

町
農
道
の
簡
易
舗
装
は
、
町

が
生

コ
ン
な
ど
の
資
材
を
提
供

し
、
作
業
や
工
事
は
地
元
の
受

益
者
が
労
務
負
担
で
実
施
を
し

て
い
る
。

高
知
、

◎
剣
山
の
こ
と
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四
国
山
脈
の
主
峰
で
あ
る
剣

山
は
、
近
年
観
光
地
と
し
て
宣

伝
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

八
合
目
あ
た
り
の
休
憩
所
か

ら
、
頂
上
へ
通
じ
て
い
る
リ
フ

ト
は
延
長
八
百
米
あ
り
乗
り
心

地
満
点
で
、
周
辺

の
自
然
林
も

立
派
で
あ
る
。
頂
上
か
ら
の
眺

◎
災
害
復
旧

町
議
会
産
業
委
員
会

徳
島
県
脇
町
等
を
視
察

一

温

身
障
者
の
希
望
と
友
愛
の
祭

典
、
第
十
三
回
全
国
身
体
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
十
月
十

五
日
と
十
六
日
の
二
日
間
、
青
森

市
の
県
営
総
合
運
動
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
愛
媛
県
か
ら
十

二
人
が
、
砲
丸
投
げ
、
ヤ
リ
投

げ
、
巾
飛
び
、
高
飛
び
、
百
メ

ー
ト
ル
、
二
百
メ
ー
ト
ル
等
に

参
加
し
て
、
金
、
メ
ダ
ル
四
、
銀

メ
ダ
ル
七
、
銅
メ
ダ
ル
ニ
の
合

わ
せ
て
メ
ダ
ル
十
二
個
を
獲
得

し
ま
し
た
。

愛
媛
県
代
表
と
し
て
、
大
谷

金メダルを胸に

谷本武治さん。

広
常
部
落
の
谷
本
武
治
さ
ん
か

参
加
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

砲
丸
投
げ
で
大
会
新
記
録
で
優

勝
さ
れ
ま
し
た
。

谷
本
さ
ん
は
、
今
ま
で
も
愛

媛
県
大
会
で
、
二
回
優
勝
し
、

去
年
の
大
会
で
は
、
県
大
会
新

記
録
を
出
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
青
森
か
ら
帰
ら
れ
て

町
長
に
あ
い
さ
つ
に
こ
ら
れ
、

は
じ
め
て
参
加
さ
れ
た
全
国
大

会
の
も
よ
う
を
、
次
の
よ
う
に

話
さ
れ
ま
し
た
。

「
身
体
に
障
害
の
あ
る
も
の

同
志
か
、
一
諸
に
一
生
県
命
に

競
技
し
た
こ
と
、
そ
し
て
青
森

（
大
谷
の
谷
本
武
治
さ
ん
）

全
国
大
会
で
金
メ
ダ
ル

め
は
実
に
素
晴
ら
し
い
も
の
と

想
像
で
き
た
。

（
残
念
な
こ
と

に
雨
の
た
め
視
界
が
き
か
な
か

っ
た
）
休
憩
所
に
な
っ
て
い
る
食
堂

の
サ
ー
ビ
ス
は
実
に
よ
い
。
昼

食
に
親
子
と
名
物
の
オ
デ
ン
の

コ
ン

ニ
ャ
ク
を
注
文
し
た
が
、

味
も
よ
く
、
量
も
多
く
、
そ
し

て
安
い
の
に
感
心
し
た
。

土
産
物
も
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、

ソ
バ
、
菓
子
類
、
漬
物
類
、
木

工
細
工
物
と
品
数
も
多
く
、
売

行
き
も
よ
か
っ
た
。

◎
早
明
浦
ダ
ム

西
日
本
一
の
巨
大
な
こ
の
ダ

ム
は
、
吉
野
川
総
合
開
発
計
画

の
多
目
的
ダ
ム
で
あ
る
。
丁
度

干
天
続
き
で
水
位
が
下
っ
て
お

り
、
水
は
渇
色
、
枯
木
と
汚
泥

が
ひ
と
き
わ
目
に
つ
い
た
。

し
か
し
満
水
時
の
こ
の
ダ
ム

と
、
鹿
野
川
ダ
ム
を
比
較
想
像

す
る
と
き
‘
そ
の
規
模
の
違
い

を
改
め
て
確
認
し
た
。

視
察
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 ◎

む
す
び

道
路
の
整
備
、
農
林
業
振
興

施
策
、
災
害
復
旧
工
事
を
含
め

た
建
設
工
事
な
ど
は
、
本
県
や

当
町
が
先
行
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
た
。

し
か
し
観
光
面
で
は
、
食
堂

の
サ
‘
ー
ビ
ス
、
土
産
物
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
も
の
が
多
く
、
当
町
に
お
い

て
も
今
後
関
係
者
の
創
意
工
夫

と
努
力
に
よ
っ
て
、
土
産
物
の

品
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
で
生
産
物
の
効

率
利
用
、
観
光
客
へ
の
サ
ー
ビ

ス
に
な
り
、
ま
た
仕
事
も
ふ
え

る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
借
上
げ
‘

五
百
八
十
km
の
行
程
で
し
た
が

全
員
元
気
に
、
有
意
義
な
研
修

お
年
よ
り
の

．

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集

第
一
回
老
人
ク
ラ
プ
運
動
会

十
月
三
十
日
、
肱
川
中
学
校
す
る
意
欲
を
盛
ん
に
し
て
、
心

グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
第
一
回
身
共
に
健
康
な
老
人
に
な
ろ
う

老
人
ク
ラ
ブ
運
動
会
が
盛
大
に
と
、
町
内
の
す
べ
て
の
お
年
よ

開
か
れ
ま
し
た
。

り

に

呼
び
か
け
て
開
か
れ
た
も

こ
の
運
動
会
は
、
町
内
の
老
の
で
す
。

人
の
親
睦
と
融
和
を
は
か
り
、
高
令
化
社
会
の
到
来
と
共
に

あ
わ
せ
て
老
人
自
ら
が
積
極
的
近
年
老
人
福
祉
の
問
題
か
、
福

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
自
己
祉
の
主
流
を
し
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
運
動
会
は
‘

老
人
ク
ラ
ブ
自
ら
計
画
し
開
催

さ
れ
た
も
の
で
、
老
人
の
生
き

が
い
は
自
ら
開
発
し
て
ゆ
こ
う

と
意
気
盛
ん
な
と
こ
ろ
を
み

せ

ま
し
た
。

こ
こ
に
、
大
き
な
意
義
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
こ
れ
か

ら
、
町
内
の
お
年
よ
り
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
結
集
し
て
、
社
会
の

た
め
に
も
、
何
ん
ら
か
の
役
割

を
果
し
て
ゆ
こ
う
と
張
切
っ
て

お
ら
れ
ま
す
c.

観
覧
席
の

れ
や
か
な

々
々
3

身
体
の
不
自
由
に
も
負
け
ず

一
生
県
命
が
ん
ば
っ
て
、
見
事

栄
光
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ

ま
し
た
。
谷
本
武
治
さ
ん
の
ご

健
闘
を
た
た
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
健
康
の
増
進
を
は
か
ろ
う
と

ヽ

の
方
々
の
暖

い
歓
迎
ぶ
り
に
い

つ
も
胸
が
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

と
く
に
閉
会
式
の
後
、
選
手

団
の
退
場
路
に
か
け
よ
っ
た
大

勢
の
人
達
か
ら
握
手
攻
め
に
合

い
、
「
お
元
気
で
」
「
ま
た
き

て
ね
」
「
が
ん
ば
っ
て
」
と
云

っ
て
仲
々
通
し
て
貰
え
な
か

っ

た
と
き
…
…
。
私
は
今
ま
で
あ

ま
り
泣
い
た
こ
と
が
な
か

っ
た

の
に
、
涙
で
顔
が
く
し
ゃ
く
し

ゃ
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

光
を
知
ら
な
い
人
、
音
の
聞

え
な
い
人
も
み
な
ん
泣
い
て
い

ま
し
た
。

今
度
の
参
加
で
、
一
番
の
収

穫
は
、
金
メ
ダ
ル
よ
り
も
、
人

の
心
の
暖
か
さ
が
、
ど
ん
な
に

大
切
か
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た

こ
と
で
す
。
」

血
液
の
コ
レ
ス
テ
ロ

ー

ル
値

は
、
安
全
レ
ベ
ル
が
、
二
三
〇

抄フム

以
下
で
、
二
五

0
(,H
以

上
は
危
険
レ
ベ
ル
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
六

0
打

は
肝
臓
で
つ
く
ら
れ
、
あ
と
の

四

0
打
か
食
物
に
由
来
し
ま
す
。

さ
て
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

が
高
く
な
る
病
気
と
し
て
は
、

糖
尿
病
、
肝
臓
病
、
肥
満
、
甲

状
腺
機
能
低
下
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

高
い
値
が
出
た
時
は
、
そ
の

よ
う
な
病
気
の
有
無
を
し
ら
ベ

て
み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
を
下
げ
る
に
は
、
食
事
療
法

が
有
効
で
す
。

動
物
性
食
品
は
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
含
量
か
多
い
の
で
、
バ

タ
ー
、
ラ
ー
ド
、
タ
マ
ゴ
の
黄

味
、
牛
乳
、
レ

バ
ー
、
す
じ
こ
や

貝
類
な
ど
は
減
ら
し
て
、
油
は

サ
ラ
ダ
油
、
米
油
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
油
や
小
麦
胚
芽
油
な
ど
を

用
い
ま
す
。

血
液
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

下
げ
る
と
、
心
臓
の
冠
動
脈
疾

患
の
発
病
を
防
ぐ
こ
と
も
わ
か

り
ま
し
た

た
だ
し
、
す
で
に
起
こ
っ
て

し
ま

っ
た
心
筋
硬
塞
や
脳
辛
中

が
ど
の
再
発
を
防
ぐ
効
果
は
な

か

っ
た
と
、
一
九
七
五
年
の
米

国
に
お
け
る
大
規
模
な
調
査
報

告
は
結
論
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
病
気
が
お
こ

っ
て
か

ら
で
は
間
に
合
わ
な
い
わ
け
で

こ
の
こ
と
か
ら
も
中
年
以
後
で

は
、
平
生
か
ら
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

に
注
意
を
払
っ
こ
と
が
望
ま
し

い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

血
液
の
医
学
②

悪
い
ア
ブ
ラ

ー
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
ー

「大切に運動」 12月の目標 奉仕する活動
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例
年
の
こ
と
で
す
が
年
末
に

は
、
お
正
月
の
贈
り
も
の
な
ど

が
ふ
え
て
き
ま
す
。

国
鉄
で
は
‘
こ
れ
ら
の
荷
物

を
確
実
に
、
安
全
に
、
よ
り
早

く
お
届
け
す
る
た
め
に
荷
物
車

を
ふ
や
し
た
り
、
臨
時
に
人
を

雇
っ
て
荷
物
を
整
理
す
る
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
た
て
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
皆
さ
ん
の

お
荷
物
が
一
度
に
集
ま
る
と
、

ど
う
し
て
も
さ
ば
き
き
れ
な
く

な
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

特
に
東
京
や
大
阪
の
大
都
市

に
は
、
全
国
か
ら
送
ら
れ
て
来

る
荷
物
が
集
中
し
て
、
配
達
も

と
ど
こ
お
り
か
ち
に
な
り
ま
す
。

東
京
や
大
阪
地
方
へ
送
る
荷
物

は
早
め
に
、
そ
の
他
の
地
方
で

も
、
お
そ
く
と
も
十
二
月
十
五

日
ご
ろ
ま
で
に
は
送
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
二
十
日
を
過

ぎ
て
送
る
と
、
年
内
に
届
か
な

い
場
合
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

0
鉄
道
で
送
れ
る
小
荷
物
は
、

一
個
の
重
さ
か
三
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
大
き
さ
は
縦
、
横
、
高
さ

の
合
計
が
ニ
メ
ー
ト
ル
ま
で
で

す
。
そ
の
は
か
、
危
険
品
や
他

の
荷
物
を
汚
損
す
る
お
そ
れ
か

あ
る
も
の
、
荷
造
が
不
完
全
な

も
の
は
送
れ
ま
せ
ん
。
。
。

0
キ
ソ
プ
は
乗
車
す
る
日
の
七

日
前
か
ら
発
売
し
て
い
ま
す
の

・

で
、
早
め
に
買
っ
て
荷
物
だ
け

さ
ぎ
に
送
る
よ
う
に
し
て
く
だ

--
I
 

さ
い
。

④
荷
造
り
は
‘
し

っ
か
り
し
た

箱
を
使
い
、
じ
ょ
う
ぶ
な
ヒ
モ

で
し
っ
か
り
結
び
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

④
荷
札
は
二
枚
以
上
つ
け
、
は

っ
き
り
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

④
荷
札
の
は
か
に
、
荷
物
の
表

面
に
正
確
な
届
け
先
、
電
話
番

号
な
ど
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

④
荷
物
を
駅
留
め
に
す
る
場
合

は
、
着
駅
名
を
必
ず
書
く
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
四
国
国
鉄
総
局
）

年
末
の
荷
物
は

早
め
に
送
り
ま
し
ょ
う

おしらせの

ページ

〇’

（

）

 

第一回保育所
合同運動会を開催

家
族
間
の

社
会
か
進
歩
し
複
雑
に
な
る

に
し
た
が

っ
て
、
人
権
か
侵
さ

れ
る
事
件
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。今
年
県
内
で
人
件
侵
犯
事
件

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の

は
、
四

0
0件
を
越
え
‘
過
去

五
年
間
の
最
高
を
記
録
し
ま
し

こ
。
t
 事
件
の
内
容
は
‘

問
題
か
全
体
の
約
三

0
打
で
最

も
多
く
、
そ
の
う
ち
社
会
的
に

弱
い
立
場
に
あ
る
妻
や
子
供
か

被
害
者
に
な
っ
て
い
る
事
件
か

多
く
（
約
八
〇
げ
）
見
ら
れ
、

こ
れ
ら
の
人
々
の
人
権
が
十
分

に
尊
重
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
現
状
で
す
。

今
年
の
人
権
週
間
は
、
「
人

権
の
共
存
ー
明
る
い
近
隣
関
係

十
月
十
三
日
（
木
）
、
町
民

運
動
場
に
お
い
て
、
次
の
よ
う

な
ね
ら
い
を
も
ち
、
町
内
保
育

所
合
同
学
習
会
（
運
動
会
）
を

行
い
ま
し
た
。

曰
少
人
数
の
集
団
生
活
か

ら
多
人
数
（
百
二
十
名
）

の
集
団
生
活
へ
の
適
応
。

口
共
通
の
課
題
意
識
を
持

ち
、
協
力
し
て
楽
し
く
学

習
す
る
こ
と
の
可
能
性
。

行
う
に
あ
た
っ
て
、
小
さ
い

子
供
達
だ
け
に
い
ろ
い
ろ
な
問

題
、
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
事
故
も
な

く
、
楽
し
い
一
日
が
過
せ
た
こ

と
は
、
幼
児
期
の
楽
し
い
思
い

出
の
一
ペ
ー
ジ
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

人
権
を
尊
重
し
て

明
る
い
近
隣
関
係
を

人
権
週
間

1
2
/
4ー

1
2
/
1
0

憐〈
g
な
た誓

を
築
こ
う
ー
」
、
「
部
落
差
別

の
解
消
」
、
及
び
「
婦
人
の
地

位
向
上
」
を
強
調
事
項
と
定
め

み
な
き
ん
に
人
権
意
識
の
高
揚

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
中
で
、

家
族
間

の
問
題
に
限
ら
ず
、
隣
近
所
の

い
や
が
ら
せ
、
同
和
問
題
に
よ

る
不
当
な
差
別
な
ど
で
基
本
的

人
権
か
侵
さ
れ
た
り
、
借
地
、

借
家
の
も
め
ご
と
、
離
婚
‘
相

続
、
交
通
事
故
‘
登
記
の
問
題

な
ど
で
お
因
り
の
方
は
、
お
近

く
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務
局

ヘ
ご
相
談
下
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
当
町
の
人
権
擁
護
委

貝
に
は
‘

大

谷

都

谷

文

雄

さ

ん

中
居
谷
飛
野
虎
生
き
ん

か
十
一
月
一
日
付
で
法
務
大
臣

か
ら
、
三
た
び
委
嘱
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

r ［学校だより
本
校
で
は
‘
子
供
に
体
力
か

な
く
‘
ね
ば
り
強
さ
に
欠
け
る

と
い
う
実
態
に
た
っ
て
、
「
た

く
ま
し
い
体
力
と
か
ら
だ
を
育

て
る
教
育
」
を
ね
ら
い
と
し
て

卒
先
し
て
体
力
づ
く
り
に
励
む

児
童
の
育
成
に
努
め
て
き
た
。

口

学

校

美

化

（
環
境
づ
く

り
）
の
中
で
、

清

掃

作

業

を

通
じ
て
、
学
校
園
、
学
級
園
の

花
づ
く
り
、
学
校
樹
木
の
整
備

等
を
ね
ば
り
強
く
や
ろ
う
と
計

画
し
た
。

清
掃
は
、

月
、
水
、
金
の
朝

の
始
業
前
と
草
の
日

（
九
の
つ

く
日
）
を
設
け
て
除
草
を
す
る
。

花
づ
く
り
は
、
学
級
園
は
理

科
や
特
活
の
時
間
、
学
校
園
は

ク
ラ
ブ
の
時
間
と
放
課
後
（
五
、

六
年
）
行
っ
て
い
る
。

今
‘
百
日
草
、
菊
、
コ
ス
モ

ス
等
の
花
か
咲
き
ほ

こ
っ
て
い

る
。口

体
力
づ
く
り
で
は
、
マ

ラ
ソ
ン
（
町
内
学
校
め
ぐ
り
）

な
わ
と
び
（
検
定
）
．
、
テ
ス
ト

ピ
ー
ス
に
よ
る
鍛
練
｛．

腕
立
て

◇心配ごと相談◇

‘` お気軽に相談所へ’’

◎相談時間

各相談日とも 9時～16時。

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室。

相談日 担当相談員

11月25日 福田、堀尾

l2r;月5日

12月15日

12月25日

‘•くらしの指標(3)

出
生

10
万
対
（
人
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＝乳幼児の健康＝

～総理府統計局～

～

い

」

八

°

歳

率

000
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0
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臨
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亡死の児幼し王子～
 

／ 

た
く
ま
し
い
体
力
と

か

ら

だ

を

育

て

る

教

育

乳

児

健

康

相

談

と

き

十

二

月

七

日

十
三
時
1
十
五
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

母
親
学
級

と

ぎ

十

二

月

九

日

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

学
習
内
容

一
、
出
産
の
準
備

（
無
痛
分
娩
）

二
、
赤
ち
ゃ
ん
の
沐
浴
実
習

予
子
林
小
学
校

や
の
は
り
棒
を
体
育
の
時
間
、

朝
会
等
で
行
っ
た
り
‘
休
憩
時

間
や
放
課
後
に
自
主
的
に
練
習

し
て
い
る
。
．

は
じ
め
は
、
い
や
い
や
や

っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
子
も
‘
学

校
が
美
し
く
な
リ
、
体
力
が
伸

び
て
き
た
こ
と
に
自
信
を
持
ち

「
学
校
が
き
れ

い
に
な

っ
た
」

「
な
わ
と
び
の
二
回
と
び
が
で

き
た
」
、
「
続
い
て
五
回
と
ベ

た
」
と
喜
び
の
声
と
共
に
、
自

ら
進
ん
で
や
ろ
う
と
す
る
意
欲

か
で
て
き
た
。

学
校
美
化
に

―
つ
の
拍
車
を

か
け
て
も
ら
っ
た
も
の
に
‘
白

寿
会
（
老
人
ク
ラ
ブ
）
か
ら
心

の
温
ま
る
蕃
と
ぞ
う
き
ん
の
大

量
寄
贈
が
あ
る
。

子
供
達
は
、
「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
有
難
う
。

お
か
け
で
学
校
を
美
し
く
す

る
こ
と
か
で
き
ま
す
。
し

っ
か

り
ゃ
り
ま
す
。
」
と
感
謝
し
て

．
い
る
。
な
お
、
白
寿
会
の
方
、々
は
‘

十
二
月
に
「
子
供
た
ち
と
共
に

一昭和45年

•••昭和25年

出
生

10
万
対
（
人

第 2

贔

戦後、乳幼児の死亡率が著し〈改善され、たとえば乳

幼児死亡 (3歳までの死亡率）は45年には、 25年の約 5
分の 1になりました。 （上の図参照）

また、出生児の身長、体重も向上してきています。

（図は省略）

これは、保健所による妊産婦の検診、乳幼児検診など

の公衆衛生活動の進展と医学の進歩によるも』のとされて

います。 （なお上の図は男子のみです。） ＇ 

～乳幼児の主な死亡原因～

＝昭和25年の場合＝ ＝昭和45年の場合＝

I>肺炎およぴ気管支炎 I>先天異常
I>伝染病およひ寄生虫病 I>出生児棋位、難産およ
I>胃腸炎 びその他の無酸素症、

低酸素症

I>肺炎およ び気管支炎

栄
養
学
級

0
岩
谷
地
区

と

き

十

二

月

五

日

六
十
1
時
十
時
1
十
六
時

と

こ

ろ

岩

谷

公

民

館

0
共
栄
部
落

と

き

十

二

月

六
日

十
時
1
十
五
時

と

こ

ろ

共

栄

集

会

所

0
大
谷
地
区
十
二
月
十
六
日

十
時
ー
十
五
時

大
谷
公
民
館

人
権
法
律
相
談

と

ぎ

十

二

月

五

日

十
時
ー
十
五
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

行
政
相
談
十
二
月
五
日

九
時
1
十
四
時

肱
川
町
公
民
館

勉
強
し
て
み
た
い
」
と
、

一
日

入
学
を
計
画
さ
れ
て
い
る
。

子
供
達
も
、
そ
の
日
を
心
待

ち
に
し
て
い
る
。

．

清
掃
作
業
、
花
づ
く
り
、
体

力
づ
く
り
に
よ
り
、
目
標
で
あ

る
「
た
く
ま
し
い
体
力
と
か
ら

)
 

だ
を
育
て
る
」

：こ
と
が
実
を
結

び
つ
つ
あ
り
喜
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ

レJ

き

と
こ
ろ

と

き

書

．
 

•
し

會
．

q．＂ ... 
書
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